
　
水
洗
化
工
事
資
金
の
貸
付
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
役
場
上
下
水
道
課
（
　
74-
３
０

０
８
）
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
美
し
い
自
然
環
境
を
次
世
代
へ
伝
え
る
た

め
に
も
、
下
水
道
の
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

11

　
　
月
、
4
月
は
異
動
の
多
い
季
節

　
　
で
す
。
会
社
の
就
職
、
退
職
や

町
外
へ
転
出
す
る
と
き
な
ど
国
保
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
14
日
以
内
に
届
出
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
届
出
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す

<

国
保
を
脱
退
す
る
時>

・
他
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

　
時
↓
国
保
と
他
の
健
康
保
険
証
、

　
印
鑑

・
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
時
↓
国

　
保
保
険
証
、
印
鑑

・
死
亡
し
た
時
↓
国
保
保
険
証
、
印

　
鑑

<

国
保
に
加
入
す
る
時>

・
他
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た

　
時
↓
健
保
な
ど
の
離
脱
証
明
、
印

　
鑑
・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
時
↓

　
印
鑑

・
子
ど
も
が
う
ま
れ
た
時
↓
印
鑑

　
３
月
は
平
成
20
年
度
分
国
民
健
康

保
険
税
の
最
終
納
期
限(

9
期)

で
す
。

　
保
険
税
は
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費

な
ど
に
あ
て
ら
れ
る
国
保
の
貴
重
な

財
源
で
す
。

　
国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
保
険

税
の
納
期
内
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

収
入
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
そ
の
旨

の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な

ど
の
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

も
、
そ
の
旨
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
所
得
の
申
告
の
な
か
っ
た
世
帯
は
、

保
険
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
住
民
課
国
保
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　
　
74-

３
０
０
２

　
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
下
水
道
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で
下
水
道
に

接
続
し
て
い
る
割
合
は
、
現
在
約
85
%
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
下
水
道
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

下水道接続

のお願い

異
動
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
国
保
へ
届
出
を

保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
な

い
か
も
う
一
度
確
認
を

国
民
健
康
保
険
税
算
定

に
必
要
な
所
得
の
申
告
は

　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

３

＜虻田地区＞

【下水道使用料】(変更になる区分のみ) (消費税額を含む)(円)

現　　　行 改　定　後

用 途 別　　　 水　　量　　　料 金　　用 途 別　　　 水　　量　　　料 金　

営業用

Ⅰ種

官公署・

学校団

体用

業務用

基本

料金

基本

料金

従量

料金

(1 に

つき)

基本

料金

従量

料金

従量

料金

20ｍまで3

21から300　まで

301から500　まで

501から2,000　まで

2,001から4,000　まで

4,001　以上

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

8　までｍ
3

1　につきｍ
3

ｍ
3

10　までｍ
3

11から300　まで

301から500　まで

501から2,000　まで

2,001から4,000　まで

4,001　以上

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

3,570.00

168.00

162.75

147.00

136.50

126.00

1,207.50

162.75

1,680.00

 

168.00

162.75

147.00

136.50

126.00

【主な使用水量ごとの使用料】

使用水量(例)
現　　　行

改定後
営業用Ⅰ種 官公署・団体

使用水量(例)
現　　　行

改定後
官公署・団体営業用Ⅰ種

10

15

20

25

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

30

40

50

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

3,570

3,570

3,570

4,410

5,250

6,930

8,610

1,533

2,346

3,160

3,974

4,788

6,415

8,043

1,680

2,520

3,360

4,200

5,040

6,720

8,400

(消費税額を含む)(円)

※計算方法
　　基本料金＋(使用水量-基本水量)×従量料金単価
　　小数点以下を含んだ単価で集計し、合計時に円未満を切り捨てます。


